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１．はじめに

本計画は、当町が管理する横断歩道橋について、計画的な点検や修繕等を行うことにより、従来の事

後保全型の維持管理から“損傷が大きくなる前に予防的な対策を行う”予防保全型の維持管理への転換を

図り、長寿命化による中長期的なコストの縮減や予算の平準化を図ろうとするものである。

当町が管理する横断歩道橋は、質志鐘乳洞公園歩道橋の１橋である。質志鐘乳洞公園は、平成４年に

「新山村振興農林業対策事業」の指定を受け、「都市との交流施設整備事業」として整備された公園で

ある。質志鐘乳洞公園歩道橋は、この事業に伴い、国道１７３号を挟んだ向かい側に駐車場が整備され

たことで質志鐘乳洞公園と駐車場を結ぶ経路が必要となり、平成７年に架設された主に観光目的で利

用されている横断歩道橋である。

平成２７年度と令和２年度に５年に１回の定期点検を実施しており、健全性は「Ⅱ判定」と診断され

ている。今後、質志鐘乳洞公園歩道橋の老朽化が急速に進行していくことを踏まえ、当町の将来的な財

政負担の低減及び道路交通の安全性の確保を図り、定期点検結果等に基づき適切に維持管理を行ってい

くため、対策等の内容や実施工程等を示した本長寿命化修繕計画を策定する。

２．対象施設

本計画の対象施設は、京丹波町が管理する質志鐘乳洞公園歩道橋とする。

表１ 質志鐘乳洞公園歩道橋諸元

図１ 質志鐘乳洞公園歩道橋位置図

施設名 路線名 所在地 架設年次 橋長（ｍ） 幅員（ｍ） 路下条件

質志鐘乳洞

公園歩道橋

町道

質志鐘乳洞線

京都府船井郡

京丹波町質志
１９９５年

全あ長45.4

支間長17.0

全 幅 員1.9

有効幅員1.5

一般国道

１７３号線

質志鐘乳洞公園歩道橋
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図２ 質志鐘乳洞公園歩道橋写真

３．計画期間

本計画の計画期間は、令和３年度から次回定期点検年度である令和７年度までの５年間を基本とし、

平成２７年度、令和２年度に実施した定期点検及び健全性の診断結果に基づき計画工程等を示すものと

して、今後実施する定期点検や日常点検の結果等を踏まえて、適宜更新する。

４．本計画の基本方針

本計画では、点検・診断・措置・記録の維持管理のマネジメントサイクルを着実に運用することに

より“予防的な対策を行う”予防保全型の維持管理を行い、横断歩道橋の寿命を１００年とすることを目

標とした基本方針とする。道路巡回等の日常点検の他、５年に１回の頻度で点検及び診断を行い、その結

果を点検調書として記録・保存した上、補修・補強等の措置を検討・実施し、その結果についても履歴調書

等として記録・保存することにより、予防保全型の維持管理に必要な情報の一元化に努め、コストの縮減

や予算の平準化を図ろうとするものである。

なお、横断歩道橋の集約・撤去についても検討を行ったが、本横断歩道橋の利用頻度と架設目的を考慮

し、集約及び撤去は行わないものとする。

図３ 維持管理のマネジメントサイクル

橋面 側面 B階段部 A階段部

全景
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５．点検及び健全性の診断

点検及び健全性の診断は、質志鐘乳洞公園歩道橋の最新の状態を把握するとともに、次回の定期点検

までの対策等の必要性の判断を行う上で必要な情報を得るために行う。

定期点検は、「横断歩道橋定期点検要領（平成３１年２月 国土交通省 道路局）」等に基づき、５年に

１回の頻度で近接目視により実施することを基本とし、横断歩道橋の変状、横断歩道橋にある附属物の

変状や取付状態の異常について状態の把握を行った上で、横断歩道橋毎及び部材毎に表２に示す健全

性の診断を行うとともに、第三者被害の可能性のあるうき・剥離部や腐食片等の除去、附属物の取付状

態の改善等を行い、必要に応じて補修等の措置を実施する。

また、通常点検として、日常の道路巡回時や住民・利用者からの通報時に遠望目視等により変状等の

確認を行い、必要に応じて補修等の措置を実施する。

表２ 判定区分

６．過年度の定期点検及び健全性の診断結果

質志鐘乳洞公園歩道橋は、平成２７年度と令和２年度に定期点検を実施しており、健全性は「Ⅱ判定」

と診断されている。

主な変状は、主桁の腐食（一部で塗膜剥離・発錆（板厚減少なし））、下部構造の腐食（支承部の連結

ボルトで発錆（膨張なし））、階段部の腐食（接合部・地際部の連結ボルトで発錆（膨張なし））であり、

腐食範囲が拡大している箇所が見受けられるが概ね進行なしと判断される。現時点では耐荷性能に影

響はないが、予防保全的に塗装塗替え等の対策を行うことが望ましい状態である。

表３ 過年度の定期点検結果及び主な変状・対策内容

区 分 定 義

Ⅰ 健 全 横断歩道橋の機能に支障が生じていない状態。

Ⅱ 予防保全段階
横断歩道橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ずる

ことが望ましい状態。

Ⅲ 早期措置段階 横断歩道橋の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態。

Ⅳ 緊急措置段階
横断歩道橋の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊急に

措置を講ずべき状態。

施設名 路線名 点検年度
上部構造

下部構造 階段部 その他 判定区分
主桁 横桁 床版等

質志鐘乳洞

公園歩道橋

町道

質志鐘乳洞線

H27 Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ － Ⅰ Ⅱ

R02 Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ

部材名（変状箇所） R02 定期点検（主な変状） 対策内容

主ああ桁 腐食 一部で塗膜剥離・発錆（板厚減少なし） 塗装塗替え

下部構造 支承部 腐食 連結ボルトで発錆（膨張なし） 塗装塗替え、ボルト取替

階 段 部 接合部・地際部 腐食 連結ボルトで発錆（膨張なし） 塗装塗替え、ボルト取替、FRP シート工法
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１）主 桁

２）横 桁

３）床 版 等

４）下部構造（一般部・支承部・地際部）

H27 定期点検 R02 定期点検 進行状況 対策内容 対策時期

Ⅱ 腐食 Ⅱ 腐食 腐食範囲の拡大 塗装塗替え 錆の発生面積が 8％以上

対策内容 H27 定期点検 R02 定期点検 対策時期の考え方

塗装塗替え
錆の発生面積は約 5.0％

板厚減少なし

錆の発生面積は約 6.0％

板厚減少なし

錆の発生面積が 8％以上の場合、錆が進行し、塗膜の
防食機能が失われている状態である。また、板厚減少
が確認される場合、進行が早く対策等が必要となる。

H27 定期点検 R02 定期点検 進行状況 対策内容 対策時期

Ⅰ - Ⅰ - 進行なし 塗装塗替え 錆の発生面積が 8％以上

対策内容 H27 定期点検 R02 定期点検 対策時期の考え方

塗装塗替え
錆の発生面積は約 0.4％

板厚減少なし
錆の発生面積は約 0.4％

板厚減少なし

錆の発生面積が 8％以上の場合、錆が進行し、塗膜の

防食機能が失われている状態である。また、板厚減少
が確認される場合、進行が早く対策等が必要となる。

H27 定期点検 R02 定期点検 進行状況 対策内容 対策時期

Ⅰ - Ⅰ - 進行なし 塗装塗替え 錆の発生面積が 8％以上

対策内容 H27 定期点検 R02 定期点検 対策時期の考え方

塗装塗替え
錆の発生面積は約 0.4％

板厚減少なし
錆の発生面積は約 0.4％

板厚減少なし

錆の発生面積が 8％以上の場合、錆が進行し、塗膜の

防食機能が失われている状態である。また、板厚減少
が確認される場合、進行が早く対策等が必要となる。

部材名 H27 定期点検 R02 定期点検 進行状況 対策内容 対策時期

一般部

Ⅱ

-

Ⅱ

- 進行なし 塗装塗替え
腐食深さに進行

が確認された時点

支承部 腐食 腐食 進行なし
塗装塗替え

ボルト取替

板厚減少、膨張

が確認された時点

地際部 - - 進行なし
FRP シート工法

ひび割れ補修工

腐食、ひび割れ

が確認された時点

H27 H27 R02 R02

H27 H27 R02 R02

H27 H27 R02 R02
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５）階 段 部（一般部・接合部・地際部）

６）そ の 他（舗装・地覆・高欄・排水施設・道路標識）

対策内容 H27 定期点検 R02 定期点検 対策時期の考え方

塗装塗替え
鋼材に腐食が認められる

板厚減少なし

鋼材に腐食が認められる

板厚減少なし

腐食により鋼材の板厚減少や層状錆が確認される前

に対策等が必要となる。

ボルト取替
ﾎﾞﾙﾄに腐食が認められる

膨張なし

ﾎﾞﾙﾄに腐食が認められる

膨張なし

腐食によりボルトの膨張が確認され、取替が困難とな

る前に対策等が必要となる。

FRP シート工法 変状なし 変状なし
地際部に腐食や滞水が確認された場合に対策等が必
要となる。

ひび割れ補修工 変状なし 変状なし
根巻きコンクリートに幅 0.2mm 以上のひび割れが確認
された場合に対策等が必要となる。

部材名 H27 定期点検 R02 定期点検 進行状況 対策内容 対策時期

一般部

Ⅰ

-

Ⅰ

- 進行なし
塗装塗替え

FRP シート工法

腐食深さに進行

が確認された時点

接合部 - - 進行なし 塗装塗替え
腐食深さに進行
が確認された時点

地際部 - - 進行なし
FRP シート工法
ボルト取替

板厚減少、膨張
が確認された時点

対策内容 H27 定期点検 R02 定期点検 対策時期の考え方

塗装塗替え
鋼材に腐食が認められる

板厚減少なし
鋼材に腐食が認められる

板厚減少なし
腐食により鋼材の板厚減少や層状錆が確認される前
に対策等が必要となる。

ボルト取替
ﾎﾞﾙﾄに腐食が認められる

膨張なし
ﾎﾞﾙﾄに腐食が認められる

膨張なし
腐食によりボルトの膨張が確認され、取替が困難とな
る前に対策等が必要となる。

FRP シート工法 変状なし 変状なし
地際部に腐食や滞水が確認された場合に対策等が必

要となる。

部材名 H27 定期点検 R02 定期点検 進行状況 対策内容 対策時期

舗あ装

Ⅰ

-

Ⅰ

- 進行なし
橋面防水工

ゴムチップ舗装
ひび割れ、床版下面に
漏水等が確認された時点

地あ覆 - - 進行なし
塗装塗替え

FRP シート工法
板厚減少、腐食
が確認された時点

高あ欄 - - 進行なし （対策不要） （対策不要）

排水施設 - - 進行なし
高圧洗浄

取取替替

土砂堆積、断面欠損等

が確認された時点

道路標識 - - （設置なし） （設置なし） （設置なし）

H27 H27 R02 R02

R02 R02 R02 R02

H27 H27 H27
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７．対策等の優先順位の考え方

対策等の優先順位は、健全性の低い変状から優先して実施することを基本とし、Ⅲ又はⅣ判定の変状

については速やかに対策等を行うとともに、Ⅱ判定の変状についても進行性の有無等を考慮して、予防

保全の観点から計画的に対策等を行うこととする。過年度の定期点検及び健全性の診断において、主桁

及び下部構造がⅡ判定と診断されており、予防保全の観点から計画的に対策等を行うこととする。

【対策時期の目安】

・主 桁：錆の発生面積が８％を超え、塗膜の防食機能が失われた時点で塗装塗替えを検討する。

現時点の発生面積は約６％であり、腐食範囲が拡大傾向にあることを踏まえ検討する。

・下部構造：腐食により板厚減少が確認された時点で塗装塗替えを検討する。また、腐食によりボル

トが膨張すると取り外しが困難となるため、膨張が確認された時点でボルト取替を検討

する。現時点では板厚減少、膨張は確認されておらず、定期点検等を踏まえ検討する。

【Ⅱ判定部材の代表写真】

上部構造（主桁）：主桁 01・02（腐食） 下部構造（支承部）：支承 0101・0202（腐食）

対策内容 H27 定期点検 R02 定期点検 対策時期の考え方

塗装塗替え 変状なし 変状なし
腐食により鋼材の板厚減少や層状錆が確認される前
に対策等が必要となる。

ゴムチップ舗装 変状なし 変状なし
舗装にひび割れや剥離が確認され、通行に支障が生じ
る前に対策等が必要となる。

橋面防水工 変状なし 変状なし
舗装に水や遊離石灰の滲出、床版下面に漏水等が確

認された場合に対策等が必要となる。

FRP シート工法 変状なし 変状なし
舗装と地覆の境界に腐食や滞水が確認された場合に

対策等が必要となる。

高圧洗浄 変状なし 変状なし
排水施設（排水管、樋、排水枡）に土砂堆積や滞水が
確認された場合に対策等が必要となる。

取取替替 変状なし 変状なし
排水施設（排水管、樋、排水枡）に断面欠損や破断が
確認される前に対策等が必要となる。

H27 H27 H27 H27

R02 R02 R02 R02

01 02 0101 0202
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８．新技術等の活用方針

新技術等の活用については、次項９.に示すとおり「鋼製埋設部路面境界部の損傷判定、診断方法」

を活用できないか検討することとする。また、それ以外に費用の縮減や事業の効率化等の効果が見込ま

れる新技術等がある場合は積極的に検討を行うこととする。

９．新技術の活用による短期的な数値目標及びコスト縮減効果

質志鐘乳洞公園歩道橋については、令和 7年度までに新技術等として「鋼製埋設部路面境界部の損

傷判定、診断方法」の活用を検討し、非破壊検査技術を用いて下部構造（地際部）の腐食調査を実施

することにより、人力掘削等の従来技術より費用を約６割程度縮減することを目標とする。

表４ 活用を検討する新技術等の例

（１）鋼製埋設部路面境界部の損傷判定、診断方法（NETIS 登録番号：KK-150069-VE）
鋼製橋脚埋設部における腐食調査として、掘削及び復旧作業が不要である非破壊検査を実施する。

図４ 新技術等の活用フロー

技術区分 技術名
NETIS 登録／

点検支援技術性能ｶﾀﾛｸﾞ番号
概算費用

従来技術 人力掘削 － 15,000 円/1 箇所

新技術等
鋼製埋設部路面境界部の
損傷判定、診断方法

KK-150069-VE 06,500 円/1 箇所

有り

終 了

鋼製橋脚地際部の外観目視点検

無し

地際部の腐食の有無 終 了

掘 削
（必要に応じて実施）

鋼製埋設部路面境界部の損傷判定、
診断方法による超音波非破壊検査の実施要否

掘削を
踏まえた対策要否

埋戻し

補修・更新

必要

必要 不要

不要

不要必要

非破壊検査結果を踏まえた対策要否

埋戻し

補修・更新

掘 削
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（２）費用縮減目標

（２）次回の定期点検において、２箇所で鋼製橋脚埋設部の腐食状況を確認する必要が生じるものと考

え、費用縮減目標を次のとおり設定する。

・従来技術 ： 30,000 円/2 箇所

・新技術等 ： 13,000 円/2 箇所

・費用縮減目標 ： 17,000 円/2 箇所（約５７％削減）

10．対策等の内容、工程及び概算事業費

対策等の優先順位の考え方に基づき、今後の維持管理において実施を検討する対策（塗装塗替え）等

の内容、工程及び概算事業費を表５に示す。現時点では次回の定期点検までに実施を予定している対策

等はないが、通常点検等を踏まえ必要に応じて実施することとする。

表５ 対策等の内容、工程及び概算事業費

11．長寿命化修繕計画による効果

質志鐘乳洞公園歩道橋について、架設から５０年となる２０４５年までの維持管理費用を、事後保全

型（約 3,480 万円）から予防保全型（約 1,310 万円）とすることで、コスト削減効果は約 2,000 万円程

度の削減が可能となる。

図５ 予防保全費と事後保全費用の比較

施設名 路線名
年次計画

概算事業費 対策内容 備考
R03 R04 R05 R06 R07

質志鐘乳洞

公園歩道橋

町道質志

鐘乳洞線
－ － － －

定期点検

５５万円
５５万円 － 経過観察




